
．緒 言

北海道におけるユリの切花生産は 年代に入り急速

に拡大し， 年をピークに横ばいからやや減少傾向で

はあるものの，現在，生産額は約 億円（ 年）で

カーネーション，スターチスに次いで第 位に位置する

重要な切花品目となっている ）。急速な作付け増加の背

景として，隔離検疫の撤廃により冷凍輸入球根を比較的

安価にかつ容易に購入できるようになったため，計画的

かつ短期間での切花生産が可能になったことが考えられ

る。

北海道におけるユリ栽培の特徴のひとつとして，作付

品種の大部分が大輪・豪華な草姿を有するオリエンタル

ハイブリッドであることが第一にあげられる。アジアテ

ィックハイブリッド，テッポウユリなどのロンギフロー

ラムハイブリッド，さらには近年国内でアジアティック

ハイブリッドに替わり作付が著しく増加しているロンギ

フローラムハイブリッドとアジアティックハイブリッド

との遠縁種間交雑による ハイブリッドの道内におけ

る作付けは極めて少ない。この背景には，地理的要因に

より本州市場への輸送コストがかかるため，採算面から

単価の高いオリエンタルハイブリッド品種が選択され，

生産されていると考えられる。もうひとつの特徴とし

て，寒冷な気象条件を活かし，府県では高温により栽培

がやや困難な夏秋期の出荷を目指した作型での栽培が多

く，総出荷量の ％以上が 月に集中している。

年以降生産が伸びない要因として，ユリ切花価格

の低迷による収益性の低下が第一に考えられる。ユリ切

花価格低迷は，他の花き品目と同様に国内景気の減退が

背景にあると考えられるが，現在の日本におけるユリの

生産・流通状況，すなわち，オランダで育成された品種

の輸入球根により主に生産が行われ，画一的品種が大量

に流通する状況も価格低迷の一つの要因と考えられる。

さらに，近年球根単価が上昇傾向にあり，収益性を一層

低下させる要因となっている。従って，ユリ生産の今後

の安定化と収益性向上のためには，差別化が可能なオリ

ジナル品種による高付加価値生産と球根の自家生産によ

る種苗費の低減が重要である。

北海道立中央農業試験場（以下道立中央農試と記述）

では， 年より北海道のオリジナル品種の育成を目指

して胚培養や胚珠培養による遠縁種間交雑育種が開始さ
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ユリ ミスティレディ および ロイヤルスノー は，シンテッポウユリとアジアティックハイブリッド

の遠縁種間交雑により，球根生産性に優れ，かつ多様な花色を有する ハイブリッド品種の育成を目標

に， 年に北海道立中央農業試験場で花柱切断受粉法により交配が行われ，受精後胚珠培養技術を用いて

得られた雑種個体より選抜，育成された。 ミスティレディ の母はシンテッポウユリ品種 ホワイトラン

サー と赤紫色のアジアティックハイブリッド品種 クレテ との交配により得た 雑種個体

で，父は クレテ である。 ロイヤルスノー の母は ホワイトランサー ，父は白色のア

ジアティックハイブリッド品種 アラスカ である。 年および 年の ヵ年間，それぞれ 細育

号 ， 細育 号 の系統名で特性調査を実施し， 年に北海道の優良品種に認定された。 ミスティレデ

ィ の花は鮮赤紫色，ややすぼんだスカシユリ型，直径 程度の中輪である。 ロイヤルスノー の花は

淡緑黄色 白色，スカシユリ型，直径 程度の中大輪である。両品種とも球根肥大性に優れ，特にりん

片子球からの一年球の肥大性が良好で，一年球を使用した切花栽培が可能なことから，自家球根養成での生

産により種苗コストの低減が期待できる。
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れ， 年には小輪のアジアティックハイブリッド品種

きたきらり ）が， 年には小輪の ハイブリッド

品種 ピカリ ）が育成された。いずれも，ヒメユリか

ら小輪性を取り入れた切花向き品種で， きたきらり

は多収性， ピカリ は優れた球根肥大性を有してお

り，北海道のオリジナル品種として栽培が開始されてい

るが，さらに花色や花の大きさ等において多様な品種の

育成が望まれている。

今回育成された ミスティレディ および ロイヤル

スノー の 品種は，いずれも近年国内で生産が増加し

ている ハイブリッド品種であり，球根の肥大性が良

好なことから一年球を利用した切花生産が可能であり，

自家球根養成での生産により種苗コストの低減が可能で

ある。先に育成された きたきらり ， ピカリ ととも

に北海道のオリジナル品種として，道内のユリ切花生産

の安定化と発展に寄与することが期待される。

．育種目標と育成経過

．育種目標

胚培養・胚珠培養技術を用いた遠縁種間雑種の作出に

より，ロンギフローラムハイブリッドの有する小球開花

性およびアジアティックハイブリッドの有する多様な花

色を兼ね備えた切花あるいは鉢物向き品種の育成を目標

とした。

．育成経過

ミスティレディ は， 年に道立中央農試におい

て白色のシンテッポウユリ品種 ホワイトランサー に

赤紫色のアジアティックハイブリッド品種 クレテ を

交配して得られた雑種個体 を子房親と

するが， は赤紫色で良好な花色を有する

ものの花形の乱れが著しかったことから， 年に道立

中央農試において に花柱切断受粉法に

より クレテ を戻し交配し，胚珠培養により得られた

雑種個体より選抜，育成された（図 ，表 ）。 年

月に 花に交配し， 日後，肥大した子房より取

り出した の肥大胚珠を培養した。培養は ナ

フタレン酢酸（ ）， ショ糖を含み 寒天

または ゲルライトで固化した の 培地 ）

を用い， ， 時間照明で行った。培養により 個体

の雑種を獲得し， 年に個体番号を付してポットへ鉢

上げし，翌年圃場に定植した。 年に花形，花色に優

れる を一次選抜して種苗の増殖を開始し

た。 年に草姿，草丈等にも優れ，系統内での形質が

安定していることから二次選抜を行い， 年および

年の ヵ年間， 細育 号 の系統名で秋植え・無

加温ハウス栽培により， ハイブリッド栽培品種 フ

ァンギオ および花粉親である クレテ を比較品種と

して特性調査を実施した。

一方， ロイヤルスノー は， 年に道立中央農試

においてシンテッポウユリ品種 ホワイトランサー を

子房親として花柱切断受粉法により白色のアジアティッ

クハイブリッド品種 アラスカ を交配し，胚珠培養に

より得られた雑種個体より選抜，育成された（図 ，表

）。 年 月に 花に交配し， 日後，肥大し

た子房より取り出した の肥大胚珠を培養した。培養

方法は上記と同様で， 個体の雑種を獲得した。 年

に個体番号を付してポットへ鉢上げして，翌年圃場に定

植した。 年に花色，花形に優れることから一次選抜

をして種苗の増殖を開始した。 年に草姿，草丈等に

も優れ，系統内での形質が安定していることから二次選

抜を行い， 年および 年の ヵ年間， 細育

号 の系統名で秋植え・無加温ハウス栽培により，

ハイブリッド栽培品種 アイスベルグ および花粉親で

ある アラスカ を比較品種とした特性調査を実施し

た。

また， ミスティレディ と ロイヤルスノー は，

それぞれ 細育 号 および 細育 号 の系統名で，

年および 年の ヵ年間，道立中央農試の主催に

より実施された求評会により外部評価を得た。
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図 ミスティレディ の系譜

図 ロイヤルスノー の系譜
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．特性の概要

ミスティレディ

形態的特性

草丈および茎長は ファンギオ よりかなり短く，

クレテ と同程度である。葉長は ファンギオ 並で，

クレテ より長く，葉幅は ファンギオ 並で， クレ

テ より広い。葉数は ファンギオ よりやや少ない

（表 ）。花序は ファンギオ および クレテ が散形

花序であるのに対して総状花序である（表 ）。

生態的特性

萌芽期は ファンギオ よりやや遅く， クレテ

並。開花始は ファンギオ よりやや遅く，開花の早晩

性は ファンギオ と同じ早である。葉枯病の発生は見

られない（表 ）。

花に関する特性

花弁表面の色は鮮赤紫色で少数の斑点を有するが目立

たない。花の形はややすぼんだスカシユリ型で，着生角

度は斜上向き，花径は ファンギオ より小さい中輪で

ある（表 ，表 ）。柱頭の色は白 灰で ファンギ

オ の紫赤と異なる（表 ）。花蕾数は ファンギオ

よりやや少ない（表 ）。

ロイヤルスノー

形態的特性

草丈および茎長は アイスベルグ 並で， アラス

カ より長い。葉長は アイスベルグ 並で アラス

カ より長く，葉幅は アイスベルグ および アラス

カ よりやや広い。葉数は アイスベルグ 並で， ア

ラスカ よりやや少ない（表 ）。花序は アイスベル

グ と同じ散形花序である（表 ）。

生態的特性

萌芽期は アイスベルグ と同程度， アラスカ に

比べて 日程度早い。開花始は アイスベルグ ， アラ

スカ と同程度で，開花の早晩性は早である。葉枯病の

発生は見られない（表 ）。

花に関する特性

花弁表面の色は，開花初期には淡緑黄色でその後白色

となり，基部の色はやや緑色である（表 ）。極少数の

表 ミスティレディ の育成経過

年次 試験名 供試系統数 選抜系統数 個体・系統名

交配・胚珠培養 交配数 培養数 ）

鉢上げ・個体養成

圃場定植

一次選抜・増殖

球根養成・増殖

球根養成・増殖

二次選抜

特性調査 細育 号

特性調査 細育 号

）子房から取り出し培養した胚珠数

表 ロイヤルスノー の育成経過

年次 試験名 供試系統数 選抜系統数 個体・系統名

交配・胚珠培養 交配数 培養数 ）

鉢上げ・個体養成

圃場定植

一次選抜・増殖

球根養成・増殖

球根養成・増殖

二次選抜

特性調査 細育 号

特性調査 細育 号

）子房から取り出し培養した胚珠数



斑点を有するがほとんど目立たない（表 ）。花形はス

カシユリ型で着生角度は斜上向きである。柱頭の色は緑

で アイスベルグ の白と異なる（表 ）。花径は ア

イスベルグ よりはやや小さく， アラスカ よりやや

大きい中大輪である。花蕾数は アイスベルグ より多

い（表 ）。
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表 特性調査における生育および開花調査結果 ）

品種名 萌芽期 開花始 草丈 茎長 茎径 葉数 ） 葉長 葉幅 葉枯病

（月日） （月日） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 発生

ミスティレディ 無

ファンギオ 無

クレテ 無

ロイヤルスノー 無

アイスベルグ 無

アラスカ 無

品種名 花蕾数 花径 外花被 外花被 内花被 内花被 内花被 外花被 採花

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 斑点数 斑点数 本数 ）

ミスティレディ

ファンギオ

クレテ

ロイヤルスノー

アイスベルグ

アラスカ

） 年と 年の調査の平均。秋植え・無加温ハウス栽培（球根定植は前年 月上旬，フィルム展開は当年
月）による。条間 ，株間 ， 条植え，床内栽植密度 球 。調査個体数は， 個体（但し， 年 ロイ
ヤルスノー は 個体）。調査個体の前年定植時の球根サイズは，主に球周 。
） 年のみ調査。
）調査株から障害株および花蕾数 輪以下の花茎を除き床内栽植密度より算出，単位は本 。

表 花に関する主な特性

品種名
花被表面の 花被裏面の 花被主脈 花全体 柱頭 つぼみ 花の 花序

主な色 ） 主な色 ） 基部の色 の形 の色 の色 着生角度

ミスティレディ 鮮赤紫（ ） 紫赤 （ ） 赤 スカシ型 白 濃紫ピンク 斜上 総状

ファンギオ 紅 （ ） 紅 （ ） 赤 スカシ型 紫赤 紫赤 斜上 散形

クレテ 紫赤 （ ） 濃紫赤 （ ） 赤 スカシ型 紫 濃紫赤 斜上 散形

ロイヤルスノー 淡緑黄（ ） 淡緑黄 （ ） 緑 スカシ型 緑 浅黄緑 斜上 散形

アイスベルグ 黄白 （ ） 黄白 （ ） 白 スカシ型 白 淡緑黄 斜上 散形

アラスカ 黄白 （ ） ピンク白（ ） 緑 スカシ型 紫 浅黄緑 斜上 総状

）（ ）内は カラーチャート色標番号

．球根の生産性

．球根増殖性

バーミキュライトを挿し床としたりん片挿しによる子

球形成数は， ミスティレディ で りん片当たり

個， ロイヤルスノー で 個となり，両品種とも球根

増殖性は比較品種並に良好である（表 ）。

．球根肥大性

子球を圃場養成した一年球の平均球重は， ミスティ

レディ では で ファンギオ の と同程度で

あり， ロイヤルスノー では で アイスベルグ

の より重い。球重が を超える割合は， ミス

ティレディ では ％で ファンギオ の ％より

高く， ロイヤルスノー では ％で アイスベル

グ の ％より高い（表 ）。
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一年球の翌年摘蕾時の花蕾数は， ミスティレディ

では 個で， ファンギオ の 個よりやや少ないが

（表 ）， 輪の占める割合が ％で輪数の揃いが

良く（図 ），一年球を 輪規格での切花栽培に利

用できる。一方， ロイヤルスノー では一年球の翌年

摘蕾時の花蕾数は 個で アイスベルグ の 個より

やや少ないが（表 ）， 輪の占める割合が ％で輪

数の揃いが良く（図 ），一年球を 輪規格での切花栽

培に利用できる。

二年球の平均球周および平均球重は， ミスティレデ

ィ では および で ファンギオ の

， よりやや劣る。一方， ロイヤルス

ノー ではそれぞれ ， で， アイスベル

グ の ， よりやや優る（表 ）。

二年球の多芽率は， ミスティレディ は ％で

ファンギオ の ％よりやや多く， ロイヤルス

ノー は ％で アイスベルグ の ％より少ない

（表 ）。

表 りん片挿しによる増殖性の調査 ）

品種名 供試りん 供試りん片 総子球 りん片当

片数 の平均重（ ） 形成数 たり子球数

ミスティレディ

ファンギオ

クレテ

ロイヤルスノー

アイスベルグ

アラスカ

） 年と 年の ヵ年の調査結果の平均。 年は 月 日にバーミキュライトを挿し床とした育苗
箱にりん片挿し， 年 月 日に収穫・調査。 年は 月 日にりん片挿し， 年 月 日に収
穫・調査。 に加温した温室で養成。

表 一年球の肥大性調査 ）

品種名 植付け
子球数

収穫
球数

抽苔率
（％）

平均球重
（ ）

球重別割合（％）

以上

ミスティレディ

ファンギオ

クレテ

ロイヤルスノー

アイスベルグ

アラスカ

）りん片子球を で約 ヶ月間低温処理後，条間 ，株間 ， 条植えで植付け，無加温ハウスで栽培。植付け
日は 年 月 日，球根収穫日は同年 月 日。

表 二年球の肥大性調査 ）

品種名 供試
球数

供試球の
平均重（ ）

平均
花蕾数 ）

収穫
球数

平均球周
（ ）

平均球重
（ ）

肥大率
（％）

多芽率 ）

（％）

ミスティレディ

ファンギオ

クレテ

ロイヤルスノー

アイスベルグ

アラスカ

）一年球を 年 月 日に条間 ，株間 ， 条植えで圃場に定植。無加温ハウスで栽培し， 年 月 日に
収穫。
）蕾を確認出来るようになった時点で花蕾数を調査し，調査後摘蕾した。
） 芽以上を有する球根の割合。



．求評会における評価

年および 年の ヶ年間，生産者および流通関

係者等を対象とした求評会を開催して，アンケート形式

により評価，感想および意見を聴取した。評価者数は，

年 名（生産者 名，流通・小売り関係者 名，種

苗販売業者 名，地域農業センター職員 名，農協職員

名，ゆり育種家 名，公園管理者 名，その他

名）， 年 名（生産者 名，流通・小売り関係者

名，種苗販売業者 名，地域農業センター職員 名，ゆ

り育種家 名，公園管理者 名）であった。 品種を含

めた評価系統数は， 年 系統， 年 系統であっ

た。 年は評価系統数が多かったため，個別評価項目

は設けず総合評価のみとした。評価は 非常に良い ，

良い ， 普通 および 悪い の 段階とし，比較品

種は設けなかった。

ミスティレディ では，個別評価項目において花

色，花形および花サイズに対する評価が比較的高く，品

種の特徴である鮮赤紫色，カップ咲きとも言えるややす

ぼんだスカシユリ型の花形が注目された。総合評価にお

いて 非常に良い または 良い と評価した評価者の

割合は， 年 ％， 年 ％であった（表

）。花色と花形が良い，作型適性が見たい，夏秋向け

出荷で有望では等の意見があった。

ロイヤルスノー では，特に評価の高い個別評価項

目は無く，無記入者数も ミスティレディ に比べてや

や多かった。総合評価において 非常に良い または

良い と評価した評価者の割合は， 年 ％，

年 ％であった（表 ）。 輪程度での草姿のコ

ンパクト性や花のボリーム感を高く評価する意見があっ
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表 求評会における評価 ）

品種名 年次 評価項目 非常に良い 良い 普通 悪い 無記入

ミスティレディ

花色 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

花形 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

花サイズ （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

草姿 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

新規性 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

総合 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

総合 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

ロイヤルスノー

花色 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

花形 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

花サイズ （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

草姿 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

新規性 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

総合 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

総合 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

）アンケートにより評価。評価人数は， 年 名， 年 名。数値は％，カッコ内は実数。開催月日は， 年
月 日および 年 月 日。開催場所は北海道立中央農業試験場ユリ特性調査圃場。

図 一年球の翌年の花蕾数分布

（ミスティレディ）

図 一年球の翌年の花蕾数分布

（ロイヤルスノー）
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た。また，草丈がやや低いことから，切花以外に花壇用

あるいは鉢物用としての利用を期待する意見も得られ

た。

．栽培適地および栽培上の注意

北海道全域の施設栽培によるユリ栽培地域に適応す

る。本成績は，秋植え・無加温ハウス栽培によるため，

抑制栽培および促成栽培での調査は行っていない。両品

種とも葉枯病の発生は見られなかったが，既存品種に準

じた防除が必要である。

．論 議

ミスティレディー および ロイヤルスノー は，

いずれもロンギフローラムハイブリッドであるシンテッ

ポウユリを子房親とし，アジアティックハイブリッドを

花粉親とした遠縁種間交雑により育成され， ハイブ

リッドと呼ばれる品種群に属する。

年代後半，ユリの遠縁種間交雑における不親和性

の打破に花柱切断受粉法が有効であること ）が，さら

に，子房内に形成される未熟な雑種胚を培養することに

より多くの組合せで雑種個体が得られること ）が報告さ

れた。以降，これまでのアジアティックハイブリッドや

オリエンタルハイブリッド等の交雑親和性を有する近縁

種間交雑による品種改良に加え，ユリの遠縁種間交雑育

種が国内外で精力的に進められてきた。

その結果，現在では，オランダで育成された ハイ

ブリッド（ロンギフローラムハイブリッドとアジアティ

ックハイブリッドの交配種）， ハイブリッド（ロン

ギフローラムハイブリッドとオリエンタルハイブリッド

の交配種）および ハイブリッド（オリエンタルハイ

ブリッドとトランペットハイブリッドの交配種）等の新

しい品種群に属する様々な品種が日本に導入され，栽

培，流通している。特に ハイブリッドは，数多くの

品種が導入され，高温期における栽培のしやすさなどの

特性が生産現場に理解されてきたため，アジアティック

ハイブリッド品種に置き替わり，作付が増加している。

また，現在 ハイブリッドの代表的品種となっている

イエローウィン は，これまでオリエンタルハイブリ

ッドにはなかった黄色の花色を有するオリエンタルタイ

プのユリとして急激に作付が拡大し定着した。一方，国

内においても，民間企業，個人育種家および多くの公立

研究機関において胚培養や胚珠培養等を用いたユリの遠

縁種間交雑育種が進められ， ハイブリッド， ハ

イブリッドに属する多数の品種が育成されている

が ） ） ） ），その栽培は限られている。

北海道立農業試験場においても，従来より実施してき

たアジアティックハイブリッドの品種改良に加えて，特

色ある北海道のオリジナル品種の育成を目標に， 年

より遠縁種間交雑育種を開始し， 年には きたきら

り ）， 年には ピカリ ）が育成された。両品種

は，いずれも片親に用いた花径が小さいヒメユリの特徴

を受け継いでおり， きたきらり は花径 程度

の小輪のアジアティックハイブリッドで， ピカリ は

シンテッポウユリとの遠縁種間交雑より育成された花径

約 の小輪で花形がややテッポウユリ型の ハイ

ブリッド品種である。 きたきらり は球根が分球性を

有するため切花収量が高く， ピカリ は球根肥大性が

良好であり 年球を切花生産に利用できるため，両品種

ともに球根生産性が良好な品種として道内における普及

が図られている。

ロンギフローラムハイブリッドとアジアティックハイ

ブリッドの交配組合せ（以下 と記す）では，花柱

切断受粉法の利用により，受精可能な組合せが多いとと

もに，胚長が を超える組合せも見られるように，受

精後の子房内での雑種胚の生長が良好なため，胚珠培養

等の利用により，他の遠縁種間交雑に比べて効率良く雑

種個体を得ることができる。 年 年に道立中央

農試で実施された遠縁種間交雑の結果（表 ）では，

年間の合計で の交配が行われ の雑種個体が得

られた。このうち の交配数は で全体の ％

であったが，得られた雑種個体数は で獲得雑種数

全体の ％であった。また， は一交配当たりの

獲得雑種数が 個体で， および により得

られた雑種個体にアジアティックハイブリッドを交配し

た組合せ（以下（ ） と記す）を除いた交配に

比べ 倍以上の高い雑種獲得効率を示した。さらに，

では受精が成立し，雑種胚が存在する可能性の高い

肥大子房数の割合も ％と高かった。

一般に胚培養等で遠縁種間雑種を得ることが出来て

も，その雑種は不稔でその後の育種の進展が困難となる

場合が多いが， では，得られた 雑種を子房親

として， 雑種の花粉親を戻し交配した場合や他のア

ジアティックハイブリッドを花粉親として交配した場合

に，後代を得ることが出来る ） ）。この場合，道立中央

農試における結果では，一交配当たりの雑種獲得数は

個体で 雑種の獲得効率よりは低いものの，

および（ ） を除いた 個体よりは多かった

（表 ）。以上のように， では，他の遠縁種間交雑

に比べて 雑種が得られやすく， の戻し交配等が比

較的容易であることが，多様な花色を有し，花形，草姿

に優れる多くの栽培品種の育成と普及に結びついたと考

えられる。

より得られる 雑種の特徴として，ロンギフ

ローラムハイブリッドの性質を受け継ぎ，早期開花性と



良好な球根肥大性を有する個体が多いものの，花形，花

色および草姿については実用品種として不十分な場合が

多い。両親の花形がテッポウユリ型とスカシユリ型で大

きく異なるため，がく割れ等の花形の乱れた個体の出現

が多いこと，親のアジアティックハイブリッドに比べて

淡い花色で，かつ開花後に花色が退色する個体が多いこ

と，さらに，ロンギフローラムハイブリッドとしてシン

テッポウユリを用いた場合，シンテッポウユリの草姿の

特徴を受け継ぎ，複総状花序を示す個体が多いため，多

花になると草姿が不良となる個体が多いことなどがあげ

られる。従って， 雑種の選抜により品種育成を行う

場合，多数の 個体を獲得することが必要であるが，

新品種 ロイヤルスノー はシンテッポウユリ ホワイ

トランサー と アラスカ の交配により得られた 個

体の 雑種から選抜された。この交配組合せでは両親

ともに花色が白色であったため， 雑種の花色が選抜

上大きな欠点とはならず，小さな選抜集団からの品種育

成に結びついたと考えられる。

雑種の欠点を克服するためには，戻し交配や他の

アジアティックハイブリッドの交配が極めて有効であ

り，新品種 ミスティレディ の他にも，花形，草姿に

優れ，花色発現が良好な個体が得られた。オランダで育

成され，現在日本で栽培されている花形，花色発現の良

好な ハイブリッド品種の多くは，このような方法で

育成されたと考えられる。

今回育成した両品種は，近年国内で栽培が増加してい

る ハイブリッドに属する切花向き品種である。 ミ

スティレディ はユリでは珍しい鮮赤紫色で，花形はや

やすぼんだスカシユリ型（カップ咲き）であり，また

ロイヤルスノー は花色が白色系であり汎用性が高

く，ホームユースばかりでなく業務用としての需要も見

込めることから，差別化の図れる北海道のオリジナル品

種としての普及が期待できる。また，栄養繁殖性作物で

あるユリでは，球根の生産性が普及を推進するための重

要な要因となるが，両品種とも既存の ハイブリッド

品種と同様に優れた球根生産性を有しており，りん片子

球を 年養成することで，切花用球根となることから，

種苗生産コストの低減を図ることができる。両品種の普

及により，北海道のユリ切花生産の安定化と発展に寄与

することが期待される。

謝 辞 本稿をとりまとめるに当たり，御校閲をいただ

いた相川宗嚴北海道立中央農業試験場遺伝資源部長に深

くお礼申し上げる。
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